
発生件数  ７，０４６件（－１２５件） 

死 者 数      ４１人（  ＋６人） 

負傷者数  ８，９６４人（－１４９人） 

飲酒事故     ３５件（  －９件） 

【発生件数】 

 〇 発生件数は７，０４６件（－１２５件）で横ばい 

○ 高齢者関連事故は２，４６１件（－６２件）で微減 

○ １当高齢運転者の交通事故は１，８２４件（＋２２件）で横ばい 

○ 歩行者関連事故は９９５件（＋８９件）で約１割増加 

○ こども関連事故は２２４件（－２５件）で約１割減少 

【死者数】 

 ○ 死者数は、４１人（＋６人）で約２割増加 

○ 筑豊地区が７人（＋４人）と大きく増加 

○ 筑後地区が３人（－７人）と７割減少 

○ 高齢者の死者数は１８人（－２人）で全死者数の約４割を占め、うち７５歳以上 

（後期高齢者）が１３人（－１人）と高齢者の約７割を占める 

〇 １当高齢運転者による死者数は１０人（＋６人）で大きく増加 

〇 歩行中死者数は１５人（－４人）で全死者数の約４割を占める 

【飲酒運転事故関係】 

 〇 発生件数は３５件（－９件）と約２割減少 

○ 筑豊地区が６件（＋１件）と２割増加、筑後地区が５件（＋２件）と約７割増加 

○ 酒気帯び０．２５mg／L 以上が２４件（－４件）と最多 

○ ６～８時が８件（－１件）と最多 

【自転車関連事故】 

○ 自転車関連事故は９７８件（－９７件）と約１割減少 

○ 福岡地区が６１８件（－３９件）で約６割を占める 

  ○ 交差点が６８１件（－９７件）で約７割を占める 

  ○ １０歳代が２８１件（－３６件）で約３割を占める 

  ○ 飲酒運転の自転車（第１当事者・第２当事者）の事故は２件（－５件）と約７割減 

   少 

  ○ ヘルメット着用率は、高校生が３９．０％と高く、成人等が１１．５％と低い 

 

注１（ ）の数値は、前年同期比 

注２ 飲酒運転事故は、一般原付以上の運転者（第１当事者）が飲酒していた交通事故 


